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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○畜舎廃水対策による環境負荷軽減の取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道標津郡中標津町 計根別地区
しべつぐんなかしべつちよう け ね べつ ち く

協 定 面 積 田 畑 草地（100％） 採草放牧地
7,302ha 牧草

交 付 金 額 個人配分 0.5％
10,712万円 共同取組活動 集落管理体制報酬 0.5％

（99.5％） 多面的機能を増進する活動 86.4％
生産性収益性の向上 10.1％
担い手の育成 2.1％
その他 0.4％

協定参加者 農業者 118人、農業生産法人 7戸、生産組織 3戸、農協 1組合

２．集落マスタープランの概要

酪農の自然環境負荷の軽減に努めるため畜舎排水の改善対策や、廃プラスチックの適

正処理を推進し、また家畜排泄物の有効活用を図るための処理施設（堆肥舎）の整備、

農地生産性向上のための計画的な草地更新の実施や公共牧場の整備、消費者に「安全で

安心できる生乳生産地帯」としてアピールするための地域で一体となった農村景観の改

善や、畜舎内外の環境・衛生対策の推進、北海道の酪農を広く知ってもらうために酪農

体験実習の受入を行っていく。

① 畜舎廃水の浄化処理の実施 ② 農村環境改善対策

③ 草地生産性の向上 ④ 共同牧場の整備

⑤ ヘルパー組織への支援 ⑥ 認定農業者の育成

⑦ 学校教育と連携した酪農体験実習の受入

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 農村景観整備 草地改良・更新
・農家花壇の整備 150戸 ・213.9ha実施

個別対応 目標 5年間の累計1,000ha
共同取組活動

共同取組活動
農道等の清掃・管理
・各地区草刈り・ごみ拾 畜舎廃水処理対策
い 年1回 ・廃水処理槽の計画的整備 共同牧場整備

･給水施設等設置 1牧場実施
目標4牧場実施

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

廃プラスチックの適正処理
・各戸の廃プラスチックの収集 ヘルパー組合への加入促進
・処理 年2回実施 ・ヘルパー組合組織運営支援

共同取組活動
共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落では、前期対策から本制度を活用し、農村環境の整備等に取り組んできた。

今期対策では、集落での話し合いにより、酪農生産活動に伴う自然環境負荷の軽減に

重点的に取り組むこととした。牛乳の生産過程において、搾乳に使用するパイプライン

ミルカーやバルククーラーなどの機器は衛生面から清潔に保つ必要があり、毎日洗浄し

ている。生乳や洗剤等を含んだ洗浄廃水は、現在は地下浸透処理が大半であるが、一部

では河川等への流出の危険性が懸念されていたことから、集落で廃水処理方式などを検

討し、共同取組活動として交付金を活用し、計画的に搾乳農家全戸に畜舎廃水用浄化処

理槽を設置することとした。この取組により、集落全体で環境負荷のかからない廃水処

理が図られる。

○農用地保全マップ

・畜舎廃水用浄化処理槽の設置箇所

及び草地更新実施箇所を表示

畜舎廃水用浄化処理槽の全景 畜舎横に埋設した畜舎廃水用浄化処理槽

［平成21年度までの取組目標］

○ 畜舎廃水の浄化処理の実施（浄化処理槽設置、当初２カ所、目標100カ所）

○ 農村環境改善対策（花の苗の配布、当初165戸、目標170戸）

（廃プラスチックの収集、当初89トン、目標100トン）

○ 草地生産性の向上（草地更新・改良の実施、当初203ha、目標５年間の累計面積1,000ha）

○ 共同牧場の整備（給水施設整備の実施、当初７カ所、目標８カ所）

（管理施設・牧柵等整備の実施、当初０カ所、目標３カ所）

○ ヘルパー組織への支援（ヘルパー加入戸数、当初88戸、目標95戸）

○ 認定農業者の育成（認定農業者、当初74戸、目標80戸）

○ 学校教育と連携した酪農体験実習の受入（受入人数、当初24名／年、目標15～25名／年）
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＜その他、取り組みに特徴のある事例＞

○隣接集落と連携した巨大古木蘇生延命治療

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岩手県奥州市江刺区 久保
おうしゅうしえさしく く ぼ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
31ha 水稲・飼料作物等

交 付 金 額 個人配分 47.6％
659万円 共同取組活動 担当者活動経費（役員報酬等） 6.6％

52.4％ 体制整備に関する活動経費（研修会参加負担金） 1.5％（ ）
水路・農道等の維持管理等経費（作業人夫賃等） 7.6％
農用地維持管理活動経費（産直施設への拠出金等） 10.6％
交付金の積立・繰越（用排水路等改修工事） 26.1％

協定参加者 農業者38人

２．集落マスタープランの概要

当集落は高齢化や担い手不足の問題のほか、急傾斜で小区画及び不整形の基盤整備の

進んでいない農地が多い。そのため、集落内だけの農地集積等は困難なことから、隣接

集落と協調し、今後10～15年後には農作業受委託組織等の推進を図り、農地が荒廃する

ことの無いよう維持管理することとし、水田農業ビジョンとの整合を図りながら計画を

作成した。

前対策より土側溝の整備を進め、作業条件の改善が図られてきたことから、新対策に

おいても計画的な用排水路等の整備を軸に、地域の自然特性を生かした桜古木再生事業

や、農産物の加工販売及びソーラー電牧柵の敷設による牛の放牧等を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

農地の耕作・管理（田31ha） 粗放的畜産 地場産農産物の加工販売
ソーラー電牧柵を設置し牛を （伊手産直組合で運営する

個別対応 放牧（約1ha） 産直施設での地元農産物
等の販売を行う）

共同取組活動
水路・作業道の管理 隣接集落との連携
・水路3km 年1回 清掃 樹木医による巨大古木 エ（ （

年2回 草刈り ドヒガン桜）の蘇生延命
・道路4km 年1回 草刈り 措置）

）年1回 点検・簡易補修 農地法面の定期的な点検(随時
共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○地区中山間連絡協議会で設置し、産直組合で運営する産直長屋｢源休館｣に、集落で
生産された農産物や加工品を販売する。

○地域のシンボルとして親しまれている巨大古木（エドヒガン桜）が衰弱している事
から、隣接集落と協調し、蘇生延命手当てを行う。
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３．取り組みの経緯及び内容

当集落は高齢化や担い手不足や小区画及び不整形の水田が多く条件が悪いことから、

隣接する集落と協調し一つの単位とした営農集落を設立させ農作業受委託組織等の推進

を図り継続される集落営農を目指すこととした。

前対策の成果により新対策への取組はスムーズにスタートし、計画の作成にあたって

は代表・役員会を中心に活動計画を立案し、ブロックごとの協定者に周知し具体的な協

議を重ね年次計画に沿って実行する事とした。

農地法面の定期点検や水路清掃、水路・農道の共同管理のほか、多面機能増進活動と

してソーラー電牧柵を活用した里山における粗放的畜産経営の実現、収益向上に向けた

取組として地区の集落で構成される産直組合に参加し、組合で運営する産直施設｢源休

館｣で農作物加工販売等を行う。

また、多面的機能の発揮に向け、隣接集落と連携し地域のシンボルであるエドヒガン

桜「出居の妻」の再生保護等の環境保全事業や用排水路等の改修工事に取り組む。

○農用地等保全マップ

協定農用地を将来にわたり保全していくため、

作業条件の改善を図ることとし、区域内３箇所の

水路整備として、用排水路及び水口改修工事計画

４ヶ年計画 を作成し 用排水路の改修場所 約（ ） 、 （

100ｍ）及び水口の改修場所（３カ所）をマップ

に明記し、改修工事等にあたっては、古い資材も

有用活用していく事とした。

巨大古木蘇生延命治療 産直施設での販売

［平成21年度までの取組目標］

○ ソーラー電牧柵の設置による牛の放牧（当初０ha、目標１ha）

○ 地場産農産物の加工販売等への取組（18年８月に産直施設がオープン）

○ 隣接集落との連携による巨大古木（エドヒガン桜）の再生事業（樹木医による診断と治療）

○ 用排水路の改修工事（土側溝→Ｕ字溝 （目標100ｍ））

○ 水口の改修（目標３カ所）
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○集落活性化に地域資源を有効活用

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岩手県奥州市衣川区 大平地域営農活性化組合
おうしゅうしころもかわく おおだいらちいきえいのうかっせいかくみあい

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
16ha 水稲、牧草

交 付 金 額 個人配分 52.4％
342万円 共同取組活動 担当者活動経費 12.6％

47.6％ 鳥獣害防止対策及び水路・農道等の維持管理等経費 2.9％（ ）
体制整備に関する活動経費 8.8％
農用地維持管理活動経費 20.4％
多面的機能増進活動経費 2.9％

（ ） （ ）協定参加者 農業者15人､非農業者2人､大平堰組合 構成員17人 ､大平農事実行組合 構成員17人

集落マスタープランの概要２．

高齢化が著しい当集落は、伝統的な生活様式の中に新技術やグローバルな視点を取り

入れ、多様な人々と共同しながら集落を存続させる将来像をえがいた。

集落の拠点となる互助組織と経営力のある組織の立ち上げや、地域にある農林地等の

、 。有効活用と適切な管理により 集落景観も含め次代へ良好な状態で引継ぐことを目指す

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田16ha 粗放的畜産 高付加価値型農業の実践（ ）
（休耕田を利用した放 （りんどう20aの作付）

個別対応 牧(3.4ha・10頭 ） （山菜等の加工販売））

共同取組活動 共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路2km、年1回

泥上げ、清掃、草刈り 環境保全活動 定農業者の育成（1名→2名）
・道路3.5km、年2回 （ＥＭ菌による水質浄

清掃、草刈り 化活動） 共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動
都市住民等との交流
（ ）里山・冬山体験 年間20名

農地法面の定期的な点検
（年2回及び随時） 加算措置としての 共同取組活動

取組等
共同取組活動

法人設立加算 学校教育等との連携
特定農業法人の設立 （水質保全活動）（ ）

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○教育振興会と連携したＥＭ菌による水質環境保全等の環境改善にむけた取組に参加
○「大平暮らしと歴史の森組合等」と連携し、里山保全活動や森林整備等を行う
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３．取組の経緯及び内容

当集落は衣川区の最西部に存し、農地は小区画で急傾斜がほとんどであり、高齢化と

少子化、若い働き手は都市部へ出て行くといった悪循環が危惧されてきた。ほとんどが

兼業農家であるため土日に集会を開き、ここでやれるもの、やりたいものを総点検し協

定が結ばれ、機械化の進展に伴い薄れてきた「結い」の精神が再興した。

農道・水路等の共同管理のほか、作業の効率化を考えた農道の新設、労力軽減・所得

向上・転作田活用として繁殖牛の共同放牧やリンドウの作付けと山菜等の加工販売を行

う。

また、認定農業者を１名から２名に増やし、集落営農組織を育成し、双方で集落内で

の農業を分担しあいながら所得の向上を目指す。

多面的機能の発揮として、集落主導の里山・冬山体験の受け入れや教育振興会と連携

したＥＭ菌の河川への投入といった環境保全活動のほか、新エネルギー技術の導入とし

てソーラー電牧設置等を行う。

○農用地等保全マップ

水路補修管理・Ｕ字溝埋設、農道・林道の

草刈場所、移動放牧地の農用地等保全箇所の

ほか、畜舎建設敷地箇所、新作物栽培試験地

等を地図に色分けし凡例とともに記載した。

共同放牧とソーラー電牧の導入 ソーラー電牧の設置作業

［平成21年度までの取組目標］

○ 牛の共同放牧（Ｈ18までに３頭導入 目標10頭）

○ 高付加価値型農業の実践として新規作物（りんどう等予定）を作付け（目標20ａ）

○ 認定農業者の育成（Ｈ17に１名 目標２名）

○ 北股清流の会・教育振興会と連携した自然生態系の保全活動

○ 集落営農組織、集落互助組織の立ち上げ

○ ソーラー電気牧柵などの新技術への取組（目標約３ha）

○ 里山・冬山体験の受入
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＜その他、取り組みに特徴がある事例＞

○源氏蛍が飛び交う里づくりを目指して

１．集落協定の概要

市町村･協定名 宮城県大崎市岩出山 川 北
おおさきしいわでやま かわきた

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
11.6ha 水稲、たばこ、牧草、野菜 － －－

交 付 金 額 個人配分 49 ％
180万円 共同取組活動 担当者活動経費 5 ％

51％ 水路・農道等の維持管理費 33 ％（ ）
集落マスタープラン実現に向けた活動経費 13 ％

協定参加者 農業者 20人（交付金対象農業者 12人）

２．集落マスタープランの概要

川北集落は大崎市岩出山地区の中心から東側に位置し、丘陵地帯の自然豊かな集落で

ある。平成１２年から中山間地域等直接支払制度をスタートしたが、既に集落では農地

、 。の保全意識が高く農作物の作付けに積極的に取り組まれており 耕作放棄地は無かった

しかしながら、今後予想される農業従事者の高齢化等に対応すべく、担い手の確保、

農作業の受委託の推進、高付加価値型農業（米や野菜等の減農薬、減化学肥料栽培等）

や多面的機能の維持的な活動を展開することとした。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 体制整備に向けた取組

農地の耕作・管理 田11.6ha 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践（ ）
（年2回） （減農薬、減科学肥料栽培

個別対応 1ha（9％）実施、目標3ha）
共同取組活動

共同取組活動
水路・農道の管理
・水路 年2回 自然生態系保全、学校教

清掃、草刈り 育との連携 認定農業者の育成
・農道 年2回 草刈り （源氏蛍の観察等） （3名→5名）
・その他災害時の見回り等

共同取組活動 共同取組活動
共同取組活動

「源氏蛍の飛び交う里」
農地法面の定期的な点検 づくり

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○小学校との連携による源氏蛍観察等の動植物観察会の実施。
○「源氏蛍の飛び交う里」づくりを展開するため、周辺集落農家等との連携し環境整備を行う。



他-8

３．取組の経緯及び内容

農業生産活動は継続されていたものの農業従事者の高齢化が顕著で、それに伴う後継

、 。者・担い手の育成と農村環境の維持 保全を集落ぐるみで対応することが必要であった

また、集落の活性化と貴重な農業生産物等を有利販売するために集落全体のイメージ

アップを図ることも目的として協定活動が始まった。

このため、恵まれた自然を有効活用し「蛍の飛び交う里」として集落全体のイメージ

アップを図り、拠点施設として位置づけした農家レストラン「凛采・上の家」を中心に

相乗効果による「魅力ある集落づくり」を展開していて、源氏蛍の飼育と増殖に着手し

ている。

学校教育と連携し貴重な資源を維持、保全する活動を展開すると共に、拠点施設を活

用し「源氏蛍」と生産された農産物を活かしたイベントを計画し地域内外の交流を推進

する。

また、同じような取り組みを行っている地域と積極的に連携し相互の活性化を促進す

る。

○農用地等保全マップ

「魅力ある集落づくり」の構築を推進

するための基盤整備として、水路・農道

等の補修、改良の範囲や動植物の保護・

観察地域の設定と保護活動を重点的な目

標として位置づけている。

農道等の維持管理作業 水路清掃

［平成21年度までの取組目標］

○ 認定農業者の育成（当初3名 目標5名（H17年度達成 ））

○ 高付加価値型農業の実践（当初1ha 目標3ha（協定農用地面積の26％）

○ 多面的機能の増進活動

動植物観察会の実施（目標年1回開催、実施計画中）

学校教育との連携による動植物観察会の実施

「源氏蛍の里づくり」の展開

源氏蛍の生息に関する環境整備及び他の集落等との連携
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○棚田景観を付加価値にして地域活性化

１．集落協定の概要

市町村･協定名 山形県朝日町 能 中
あさひまち のうじゅう

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
30.7 ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 20 ％
546 万円 共同取組活動 担当者活動経費 5 ％

80％ 水路・農道等の維持管理等経費 40 ％（ ）
体制整備に関する活動経費 10 ％
農地維持管理及び多面的機能増進活動に関する活動経費 6 ％
交付金の積立・繰越（農道、水路の整備） 19 ％

協定参加者 農業者 44 人、朝日町土地改良区

２．集落マスタープランの概要

能中集落内には、日本の棚田百選に認定された「椹平の棚田」と、その棚田の視点場

「一本松農村公園」がある 「椹平の棚田」は、町が進めるエコミュージアム構想（町。

全体が生活・環境博物館）の展示品としても位置付けられている。この地域資源のすば

らしさを住民自らが認識し、集落全体で保全・活用していき、農地を単に農作物生産の

ためのものととらえるのではなく、棚田景観や歴史、手間と時間をかけた本物の農業の

ＰＲ、豊かな自然とこれに調和した農村風景など、その多面的機能を見せる・見られる

場にしていくことを決定した。

今後、この取組（姿勢）を内外に向け継続して宣伝することで、地域農産物全体の付

加価値を高めることにも繋がる。将来は棚田米のブランド化も検討し、持続営農可能と

なる活動に発展させていきたい。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田30.7ha） 景観作物作付け 認定農業者の育成
（ヒメサユリを棚田周辺 （新規就農者1名以上の確保）

個別対応 に約0.5ａ作付け ）
非農家等との連携

共同取組活動 ・棚田展望台の新規整備
水路・作業道の管理 ・ヒメサユリの保全
・水路1.4km 年1回 清掃 ・ヒメサユリまつりの開催

年2回 草刈り
降雨後見回り 随時 共同取組活動

・道路1.0km
年2回 草刈り
年1回 簡易補修

農地法面の定期的な点検
集落外との連携（月1回）

「 （ ）○集落内外への呼びかけで結成された 椹平棚田保全隊 45名
共同取組活動 と連携し、棚田周辺の美化活動や草刈り、稲刈り等を実施

○地元の食材や料理を 提供する母ちゃんグループ「棚田ママ
の会（11名 」と連携し、ヒメサユリまつりを実施）
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３．取組の経緯及び内容

「椹平の棚田」が日本の棚田百選に認定されたことや、町が進めるエコミュージアム

構想（町全体が生活・環境博物館）の展示品として位置付けられたのを契機として、単

なる条件不利地だった棚田に、地域住民が新たな価値を見出すことができたため、豊か

な農村風景を保全するには何をすべきかとの機運が高まり、この制度に取り組むことと

した。

棚田やその周辺農地の持続的営農のため、素堀り用水路の装工整備と幅員狭小農道、

行き止まり農道の整備を行う。また、魅力ある農業を実践することで平成２０年度まで

に新規就農者を１名以上確保する。

多面的機能の発揮においては、非農家等との連携により、棚田展望台を新規整備し、

多くの人へ農村景観や自然環境をアピールするとともに地域に自生するヒメサユリの保

全活動と集落を超えた住民との交流のため、ヒメサユリまつりを６月に開催していく。

○農用地等保全マップ

農道については、砂利敷きを行うとともに

利便性向上を図るため、行き止まり解消整備

（農道新設）を行う。水路については泥上げ

作業の負担軽減のため、コンクリート装工を

行う。併せて「ホタル生息水路」を記し、多

様な生態系にも配慮した水路整備を進める。

また、棚田景観の更なるＰＲを図るため、

地区内に案内板の設置予定箇所を記した。

椹平の棚田全景 棚田展望台の設置作業

［平成21年度までの取組目標］

○ 素掘り用水路の装工整備（当初0ｍ、目標1,380ｍ（H18時点で180ｍ ））

○ 幅員狭小、行き止まり農道の整備（当初0ｍ、目標1,020ｍ（H18時点で400ｍ ））

○ 新規就農者の確保：目標1名以上確保（H18時点で0名）

○ 非農家等と連携し、日本棚田百選「椹平の棚田」の展望台の新規整備や既設展望台「一本松公園」

周辺に自生するヒメサユリの保全管理と球根新規作付け（約0.5ａ）を行い、ヒメサユリまつりの

開催（毎年6月）する。



他-11

＜その他、取組に特徴のある事例＞

○次世代へつなぐ植栽活動

１．集落協定の概要

渡戸市町村･協定名 群馬県南牧村
なんもくむら わたど

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
－ －3.2ｈａ － 花木

交 付 金 額 個人配分 35％
36万円 共同取組活動 景観形成費 20％

（ 65％） 水路・農道管理費 20％
鳥獣害防止対策費 0％
その他 25％

協定参加者 農業者 22人

２．集落マスタ－プランの概要

対象農用地だけでなく、集落協定沿いの林道沿線に、景観作物のロウバイ、梅、花モ

モを植栽し、また、次世代に向けて柿や、栗を植え優良農地を保全していく。

平成21年度までには他の集落とも連携し、鳥獣害対策を徹底し、集落の周りを防護柵

で囲い、集落に優良な農用地を残していく。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 畑3.2ha 景観作物の作付け 鳥獣害防止柵設置・管理（ ）
（ロウバイ、ムクゲ）

基本的には個別対応 共同取組活動
一部共同取組活動

共同取組活動
市場への販促活動

水路・作業道の管理
共同取組活動

共同取組活動

新規作物の導入（ヒペリ
農地法面の定期的な点検 カム、スモークツリー等）

共同取組活動 共同取組活動

集落外との連携
○ 鳥獣害防護柵を近隣集落の柵とつなげて延長し、南牧村全体で鳥獣被害から農用
地を守り、耕作放棄地の発生防止に取り組む。
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３ 取組の経緯及び内容

取組が始まったのは前対策最終年の平成16年である。鳥獣被害が非常に増え、集落の

農地をみんなで守ろうという気運が高まってきたため、集落協定を立ち上げた。

当集落では農地と山林が近接しているため特にイノシシによる被害が多かったが、集

落協定参加者が協力して侵入防止柵の維持管理を行い、農地を鳥獣害から守る取組を行

っている。

直接支払交付金で集落協定沿いの林道沿線に、景観作物のロウバイ、梅、花モモを植

栽した。協定農地には次世代に向けて柿や、栗を植え、優良農地を保全していく活動を

行っている。

また、県単補助事業を活用し、新たに導入した花木等の新規品目の出荷体制を整えて

いく予定である。平成18年度については新たに導入した品種のアピールのため、京浜市

場において販促活動と市場視察を行った。平成19年度以降は今まで導入してきた花木等

が出荷時期にはいるので、積極的に商品化を行っていく予定である。

最終的にはこの地区において定年帰農者を積極的に受け入れて「生涯現役、年金＋農

業収入で豊かな生活」をキャッチフレーズに持続的農業を基本にした を「渡戸百笑村」

設立する夢を持っている。

以上の取組により、農作物の鳥獣被害が減り、高齢者ではあるが、農家の耕作意欲と

農作物の生産性の向上に繋がってきている。

また、協定を締結したことにより、集落内での会合の機会が増え地域の美しい景観を

守っていこうという意識が高まり、今後の営農等についての話し合いなどが行われるよ

うになり、定年帰農者受け入れについても準備活動が行われている。

急傾斜の対象農用地 林道脇に植えたロウバイ等

［平成21年度までの取組目標］

○ 他集落との連携による鳥獣害防止施設の導入と農作物被害の減少

○ 高付加価値型農業の実践（ヒペリカム等新規作物の導入）

○ 景観作物の植栽（ロウバイ、ムクゲの植栽）
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＜その他、取組に特徴のある協定＞

○ 担い手の育成による生産体制整備を目指す

１．集落協定の概要

市町村･協定名 千葉県南房総市 石 堂
みなみぼうそうし いしどう

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
11ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 50 ％
95万円 共同取組活動 水路・農道管理及び多面的機能促進の経費 50 ％

（ ）50％
協定参加者 農業者 20人、南房総市立丸小学校

２．集落マスタープランの概要

共同取組活動により、水路・作業道、農地法面の管理等の農業生産活動を行うともに

に、景観作物の作付け等の多面的機能増進活動を実施する。

また、認定農業者を２名育成するとともに、小学校と連携した体験農業活動を実施す

る。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田11ha） 周辺林地の下草刈り 認定農業者の育成

（約0.7ha、年１回） （締結時０人が現在２人）

個別対応

個別対応 共同取組活動

水路・作業道の管理

・水路2.1km、年２回 景観作物作付け 自然生態系の保全に関する

清掃、草刈り （季節に応じた花の植 学校教育等との連携

道路1.3km、年２回 付） （体験農業を実施）・
清掃、草刈り

共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検

（年２回及び随時）

共同取組活動

集落外との連携

○集落内の農家に農作業委託等ができない場合には、集落外の農家との連携を図り、

農作業委託等を推進する。
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３．取組の経緯及び内容

これまで石堂集落には認定農業者がいなかったが、平成１７年度に協定参加者２名が

認定を受けた。高齢化が進む集落の中核的な担い手として引き続き育成していく。

また、地元小学校と連携し、体験農業を実施した。今年度の活動を踏まえて次年度以

降も引き続き実施していく。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・協定内の農道・水路の適正な管理を行う。

農道の整備…集落内の環境整備に努める 体験農業の実施…もち米の栽培・試食を。

実施。

[平成21年度までの取組目標]

○ 集落に２人の認定農業者を確保し、集落内農用地を集積させる。集落内農業者が担い手を補完し、

集落営農の体制整備を目指す。
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○７協定を統合し、かぶせ茶の産地を共同で守る

１．集落協定の概要

市町村・協定名 静岡県志太郡岡部町 龍 勢グリーン
しだぐんおかべちょう りゅうせい

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
31.3ha 茶

交 付 金 額 個人配分 49％
341万円 共同取組活動 役員報酬 3％

（51％） 農道の維持管理・補修等 18％
積立（茶工場機械の更新等） 30％

協定参加者 農業者 46人、生産組織 1

２．集落マスタープランの概要

（１）将来像

・茶工場を核とし、耕作者同士がお互い協力し合い意識の高揚を図り、耕作放棄地

を出さないように努めていく。

・高付加価値型農業を実践し、高品質な生葉を提供し朝比奈ブランドの地位を築い

ていく。

（２）５年間の活動計画

・高品質な生葉を栽培するため、棚掛栽培を拡充し、茶工場を核とした生産体系を

遵守し、互いの茶園管理にも気を配る。

・認定農業者を育成し、既認定農業者とともに地域のリーダーとして活躍できる場

を増やし、地域農業が継続できる仕組みを作っていく。

・懸案となっている茶工場の機械の更新を進めていく。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 土壌流亡に配慮した営農 農業機械の共同購入
（茶：31.3ha） （等高線栽培 等） （荒茶加工機械）

個別対応 共同取組活動
個別対応

水路・農道の管理 高付加価値型農業の実践
（清掃、草刈、簡易補修等） （棚掛栽培：１ha→３ha)

共同取組活動
共同取組活動

認定農業者の育成
農地法面の定期的な点検 （７名→８名）

共同取組活動
共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

高級茶 玉露 の日本三大産地の一つである岡部町は 玉露の他に かぶせ茶 や 碾「 」 、 「 」 「
てん

茶」が生産され、恵まれた気候と生産者の努力により高品質の茶葉を提供し続けている

ものの、他産地に比べ、規模や知名度の面で課題を抱えている。

本町では、小区画のほ場が広範囲に点在しているうえ、農業経営の形態が多様なため、

前対策では集落一体となった取組にまで至らず、個人配分が多く、小面積の集落協定が

乱立する状況だった。

そこで、新対策では、広範囲での取組や共同取組活動の充実を目的として、生産組織

である共同茶工場を核とした協定締結を推進した。

当協定は、平成17年度に協定締結した７協定が、新たな農地も加えて平成18年度に統

合して誕生し、かぶせ茶の共同茶工場「龍勢グリーン」に参加する農家で構成されてい

るため統合によって意識を共有し、組織一体となった取組がしやすくなった。

朝比奈のかぶせ茶ブランド の地位向上を目指して 棚掛栽培の拡充や茶園の共同「 」 、

管理 荒茶の品質管理に努めながら 交付金を荒茶加工の機械更新等に活用することと、 、

しており、最新型の機械導入でより効率的な荒茶生産が期待される。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

（ ）、 （ ）、協定農用地 黄色 農道等の草刈をする範囲 赤色

農道を補修する箇所（２箇所…青色、茶の加工機械）

の更新（茶工場「龍勢グリーン」の位置…緑色）に

色分けしてある。

かぶせ茶栽培の様子 協定の核となる共同茶工場

［平成21年度までの取組目標］

○ 棚掛栽培の拡充（高付加価値型農業の実践：１ha→３ha）

○ 認定農業者の育成（現在７人→８人）

○ 共同茶工場の機械を更新（平成21年度までに実施）
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○集落の団結でストップ・ザ・猪突猛進！

１．集落協定の概要

静岡県沼津市 西浦江梨市町村･協定名
ぬまづし にしうらえなし

協 定 面 積 田 畑（100％） 草地 採草放牧地
56.8ha みかん

交 付 金 額 個人配分 0％
522万円 共同取組活動 役員報酬 3％

（100％） マスタープランを実現するための活動費 41％
鳥獣害防止対策 17％
農用地の維持・管理活動経費 39％

協定参加者 農業者 39人

２．集落マスタープランの概要

（１）将来像

、共同作業を通じ、高品質のみかんを安定生産し、江梨集落の構成員が欠落者も無く

農業生産活動が行えるよう体制整備する。

（２）５年間の活動計画

農道の維持管理作業（年２回２日間 、電気柵管理（年４回１日 、害虫寄生木伐採） ）

作業（年１回１日 、景観作物の植栽及び保全作業、いさみ踊り等の文化伝承活動、み）

かん極早生品種「ゆら早生」苗木の計画的導入 等。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

農地の耕作・管理 景観作物の作付け 高付加価値型農業の実践
（みかん：56.8ha） （桜、水仙等） （マルチ栽培の助成 等)

個別対応 共同取組活動 共同取組活動

農道の管理の管理 みかん極早生品種「ゆら早生」
・農道の草刈り等年2回 の導入促進

共同取組活動 共同取組活動

簡易型電気柵の維持管理 いさみ踊り等の文化伝承
(４班に分け草刈・枝払い等)

共同取組活動
共同取組活動

集落周辺の環境整備
（入り江に鯉のぼりをかける
活動 等）

地元部農家との連携 共同取組活動
・部農会が協定の母体となって、非対象農家とともに活動
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３．取組の経緯及び内容

当地区を含めた地域一帯は、ブランド品種である「寿太郎温州」で有名な優良みかん
じ ゆ た ろ ううんしゆう

産地であるが、高齢化の進展、担い手不足とともに、イノシシ等の有害獣対策が喫緊の

課題となっていたことから、前期対策（平成16年度）で、地域住民の直営施工による延

長11㎞に及ぶ簡易型電気柵で集落全体を囲む取組を実施した。

その結果、イノシシによる被害は単発的な被害を除き、設置前に比べて被害額が大幅

に減少する成果があった。

新規対策では、漏電防止等効果的な電気柵利用のための保守・管理に力を入れており、

設置延長11kmを４班に分け、草刈り・枝払い等を行なっている。

なお、当地区の取組が波及し、隣接地区でも同様の取組を進める等好影響を与えている。

近隣地区で、平成18年度に新たに３集落が協定締結し、協定参加しない集落を含めた集落

同士の連携により、平成19年度までに、さらに約30㎞の電気柵網が完成する予定である。

また、当地区では、交付金を全額共同取組活動費としており、植物成長調整剤のフィガ

ロンの散布やマルチ栽培の助成等による高付加価値型農業の実践、名勝・大瀬崎までの県

道沿いにある桜並木や水仙の植栽・管理や入り江の海上に鯉のぼりをかける活動といった

周辺環境整備等、多彩な活動を展開している。

［平成21年度までの取組目標］

○ 鳥獣害防止対策の取組について

・資材、消耗品購入を年次的に行う

・電気柵の保守管理（年４回、４班に分けて作業）

○ 農道等の維持管理に重点を置き、みかん極早生品種「ゆら早生」の生産量を増やしていく。

（５年度：2,000㎏／戸、10年後：10,000kg／戸）

マルチ栽培の状況 電気柵設置後の管理（除草作業）

桜並木の植栽作業 地域住民による電気柵の設置
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○集落協定間の連携で機械の共同利用に取り組む

１．集落協定の概要

市町村･協定名 新潟県南魚沼市 山 口、広 堀
みなみうおぬまし やまぐち ひろほり

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
17.7ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 41％
372万円 共同取組活動 体制整備活動（生産組織補助、収穫祭等）

59％ 農道・水路維持管理活動（ ）
役員報酬等

協定参加者 農業者 43人、生産組織1組合、非農業者15人

２．集落マスタープランの概要

（１）集落における将来像

・ 八海ドリームファーム」を核に機械の共同利用を進め、コスト低減を図る。「

・20年を目標に「八海ドリームファーム」の法人化を目指す。

・両集落全体で、フラワーロードの設置、景観作物（そば、コスモス等）の作付等

や農道や用水路の補修等の作業を実施する。

・花見会、収穫祭を開催し、世代間交流を進め、集落の活性化を図る。

・農業後継者を育成し、若者が定着する地域づくりを行う。

（２）５年間での活動目標等

初年度から両集落と農機共同利用組織(八海ドリームファーム)とで共同防除を行う

ほか、水路や農道の補修を行う。2年目以降も八海ドリームファームを核に機械の共

同利用を進め、5年目には基幹３作業(耕起・田植え・収穫作業)を実施する。

［主 な 活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 機械・農作業の共同化
（田17.7ha） ・隣接集落と連携して共同化を

共同取組活動 推進
個別対応

共同取組活動
景観作物の作付け

水路・農道等の保全・管理 ・休耕田でのコスモス、花
水路：清掃、草刈り 菖蒲等の作付 担い手への農作業の委託
農道：草刈り、簡易補修等 ・フラワーロードの設置 ・八海ﾄﾞﾘｰﾑﾌｧｰﾑへの農作業委

託を推進
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検 冬期の湛水化による鳥類の
餌場の確保 非農家と連携した農地保全活動

共同取組活動 の実施
共同取組活動 ・非農家、隣接集落との連携

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

広堀集落では、農業従事者の高齢化、後継者不足に加え、他地域への転出が続き、か

つての総戸数13戸から９戸までに減少していた。一方、山口集落でも農業従事者の高齢

、 、 。化等の課題を抱えており このままでは将来 農地の荒廃が進むことが懸念されていた

このため、両集落が連携して農業機械及び農作業の共同化による効率的な農業生産活

動を目指し、17年３月に「八海ドリームファーム」を設立した。17年度には、県の補助

事業を活用してコンバイン２台を導入し、水稲の収穫作業の共同化を図っている。

今後は、集落協定に基づき、集落営農体制の構築を進め、収穫作業だけでなく、基幹

３作業（耕起、田植え、収穫）を当組織で行いたいと考えており、20年度までに法人化

を目指している。

その他、両集落とも非農家を含めた集落全体により、水路、農道等の補修改良、フラ

ワーロードの設置や収穫祭等を実施している。収穫祭等の集落イベントを通じて、男女

及び年齢を超えた交流により、集落の活性化が図られている。

○農用地等保全マップ

・農道、用排水路等の補修・改良を

行う箇所を表示

［平成21年度までの取組目標］

○ 農業機械及び農作業の共同化による営農の効率化・低コスト化

・ 隣接集落と連携し、機械共同利用組合「八海ﾄﾞﾘｰﾑﾌｧｰﾑ」による機械・農作業の共同化を推進

・ 「八海ドリームファーム」への農作業委託の促進 １ha（目標 10ha以上）

・ 20年度を目標に法人化し、品目横断的経営安定対策への加入

○ 多面的機能の持続的発揮に向けた非農家との連携

・ 集落全体による農道・水路の維持・管理、フラワーロードの設置等

り農地周辺林地の下草刈 共同利用のコンバインフラワーロードの設置
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○学校教育機関等との連携した体験事業の実施

１．集落協定の概要

市町村･協定名 富山県立山町 四谷尾
たてやままち しだにお

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
46.4ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 50％
630万円 共同取組活動 農業生産活動等の体制整備に向けた活動 1％

50％ 集落の共同取組活動（水路、農道等の維持・管理費） 28％（ ）
集落協定に基づく農用地の維持・管理活動 1％
ため池の改修のための積立費 14％
その他（事務費等） 6％

協定参加者 農業者 44人、生産組織1組合

２．集落マスタープランの概要

（１）集落における将来像

テーマ： 元気ハツラツ四谷尾集落！いなかもんのパワーでがんばらんまいけ！！」「

①農業生産活動の維持(我らの田んぼ集落のみんなで守ろう！)

集落のムラ機能を維持するため、農地法面・水路、農道等の補修・改良をみんなの

力で行う。

②都市農村交流の実施（集落の魅力を体験してもらおう！）

集落にあるものを都市住民にも体験してもらう（しいたけ原木の菌打ち体験、竹の

子掘り体験、カブトムシ観察体験、サツマイモの植え付け・収穫体験 等）

（２）５年間での活動目標等

○集落全体で水路、農道の草刈り及び清掃作業(年2回）を実施し、耕作放棄地を防止

○営農組織(平成16年設立）による機械・農作業の共同化を図り、作業効率化の向上

（ 、 ）○体験農園事業の面積拡充及び県内外への広報活動の強化 広報誌 ホームページ等

を図り、都市住民等との交流を推進

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 昆虫類（ホタル）の保護 機械・農作業の共同化
（田46.4ha） ・カワニナの放流 等 ・耕起から刈り取りまでの農作業

の共同化を推進
個別対応、共同取組活動 共同取組活動 ・集落営農組織の強化

共同取組活動
（ ）農地法面の定期的な点検 粗放的畜産の実施 1.3ha

共同取組活動 体験農園の開設・運営を通じた都
共同取組活動 市住民等との交流

・取組面積の拡大（目標2.3ha）
・PR活動の強化 広報誌・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（

水路・農道の管理 等）
水路：清掃・草刈り（４、６、11月）
農道：草刈り・簡易補修（６～８月） 共同取組活動

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

（１）取り組みの経緯等

当集落では、平成14年度に集落協定を締結し、集落全体で農地の法面や水路・農道

等の補修等に取り組んできた。また、16年度には集落営農組織が設立され、大型機械

、 。 、を導入し 農業機械の共同利用化を図っている 17年度からの本制度の取組としては

集落営農組織による農作業の共同化の取組及び都市住民等との交流事業を更に進める

こととしている。

（２）特徴的な活動内容等

町内外の保育園児や一般来場者向けに、農作業体験事業として毎年約400人、50aの

規模で「さつまいも植え付けと堀り取り体験」を実施しており、17年度は町の紹介で

県外中学生を受け入れている。18年度には地元小学生も参加して、好評を得ている。

また、15年には集落内に「立山自然ふれあい館」が設立され、その管理を当集落の

住民が主に参加している立山自然ふれあい館管理組合で担っているが、当該施設の周

辺を利用し、カブトムシやクワガタなどの昆虫とのふれあい体験、森林浴体験及び竹

の子掘り体験などの都市農村交流事業に取り組んでい

る。

その他、同ふれあい館に隣接する親水公園を流れる

小川の一部に、カワニナの放流を行い、ホタルの保護

活動にも取り組んでいる。

当集落では、体験事業等の要望に応じた体制整備を

図り、学校教育活動等の受け入れや都市農村交流事業

、 。を実施し より多くの来客者を迎えたいと考えている

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・ふれあい館を中心に体験農園及び都市

農村交流の実施箇所を記載

・農道、水路の補修、ため池の改修箇所

を記載

［平成21年度までの取組目標］
○ 集落営農組合を中心とした共同作業の推進
・ 畦塗機、ブロードキャスターでの共同作業による省力化 8.9ha（目標23.6ha）
・ マニュアスプレッダーによる堆肥散布（19年度予定）
○ 都市農村交流事業等の展開による地域の活性化
・ 学校教育等と連携した体験農園の運営（さつまいも） 30a（目標2.3ha）
・ 自然観察会（ホタル）の開催体験者数（体験者数の目標150名）

体験農園（収穫したサツ

マイモを見せる子供）
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○特産品「しおやもも」の生産拡大と獣害対策

１．集落協定の概要

岐阜県高山市 塩屋市町村･協定名
たかやまし しおや

面 積 田（96％） 畑 草地 採草放牧地協 定

23.3ha 水稲 果樹、野菜
交 付 金 額 個人配分 50.0％
415万円 共同取組活動 役員報酬 2.0％

（50.0％） 会議費・事務費 6.0％
地域活動助成金 16.1％
水路道路維持管理費 25.4％
獣害防止対策費 0.5％

、 、 、 （ ）、 、協定参加者 農業者 33人 非農業者 41人 町内会 改良組合 構成員46人 しおやもも同好会
担い手グループ、加工グループ

２．集落マスタープランの概要

（１）集落の将来像

・集落内の農家と非農家が連携し、水路や農道の草刈り等など共同作業を行い、一体と

なって農村集落の機能を守る。また、農作業の担い手を明確化し農作業受委託を推進

するとともに、耕作放棄地になりそうな農地については利用権設定を推進する。

・獣害防止対策を図り、生産意欲の向上と耕作放棄地の抑制に努める。

・元気な地域づくりを目指し、有機農業への取り組みや、特産品である「しおやもも」

の栽培面積を拡大し、加工品の開発と販売推進を図る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田22.4ha 周辺林地の下草刈り イノシシの被害防止（ ）
（ 、 ）（約0.5ha、年1回） ・電気牧柵設置 5機 約4.5km

個別対応 ・はこワナ設置（8機)
個別対応 ・狩猟免許の取得（2名）

水路の管理（清掃、草刈り） 共同取組活動
・約5.0km、年2回 特産品しおやももの栽培
農道の管理（清掃、草刈り） （栽培実証圃での試験栽
・約7.0km、年2回 培10本、苗木育成30本、 水路の改修

耕作放棄地復旧と苗木 ・補修工事の実施（約20m）
共同取組活動 の植樹20アール）

共同取組活動
共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時） 担い手への利用権設定

（集落の担い手農家への利用権
共同取組活動 しおやもも同好会を設立 設定3.8ha、目標5.0ha）

（地域の農家と非農家が
一緒になり栽培、加工 共同取組活動
品開発等に取り組む）
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３．取組の経緯及び内容

・集落内に兼業農家が多く、イノシシ被害の発生と高齢化による営農意欲の低下により

耕作放棄地の増加が懸念されていた。また、農業に対する地域のまとまりが薄く、特

色がない農業であったことから、面白味のある農業にしようと数件の農家が「水稲あ

いがも栽培」などを試みたが継続しなかった。

・こうした中、平成１２年度から中山間地域等直接支払交付金の対象農家のみで協定を

締結し、連携して共同作業に取り組むことで農業に対する地域内の連帯感が高まって

きた。そして、平成１７年度からは非農家を含む集落全体での協定を締結し、共同活

動分の交付金については、集落全体の活動を対象として使用することとした。

・当該制度の取組により農村環境の保全と集落機能の活性化の大切さが住民全体に浸透

し、共同活動や集落行事への積極的な参加と交流が図られた。

○農用地等保全マップ

５年間の共同取組活動として実施する事業

の目標を図示している。

・水路の改修工事の範囲

・利用権設定の範囲

・耕作放棄地の復旧場所

・獣害防止の実施場所

・しおやももの植裁場所

耕作放棄地の復旧作業 「しおやもも」の苗木育成 熟した「しおやもも」

・しおやももの栽培面積拡大を図る ・台木に接ぎ木して苗を育成する ・甘酸っぱくみずみずしい味

［平成21年度までの取組目標］

○ 水路の改修工事の実施（当初０m、目標20m）

○ 集落での大型機械の共同利用による営農の効率化・低コスト化（当初０ha、目標10.0ha）

○ 担い手への利用集積（当初3.8ha、目標5.0ha）

○ 農作業の受委託契約面積の拡大（当初０ha、目標2.5ha）

○ しおやももの栽培面積拡大（当初0.3ha、目標1.2ha）
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○集落ぐるみの環境整備

１．集落協定の概要

市町村･協定名 愛知県岡崎市 大 山
おかざきし おおやま

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
3.6ha 米

交 付 金 額 個人配分 47.6％
60万円 共同取組活動 電気柵・水路・農道等の管理費 38.2％

（52.4％） 役員報酬 8.3％
会議費 5.9％

協定参加者 農業者 12人、非農家 1人

２．集落マスタープランの概要

従来の景観及び環境を取り戻すべく、集落を流れる河川及び農業用排水路に木炭約

８００kgを入れて河川の浄化を図るとともに、水田の法面等にあじさい等の景観作物

を植栽し環境美化に努める。

また、将来の農家の高齢化と後継者不足による耕作放棄地の発生を防ぎ、営農の維

持管理のため、ＪＡ等の農業法人に作業委託及び農地利用集積を行う。

活動目標としては、地域住民の意識がひとつにまとまるような集落の実情にあった

農業生産体制の確立を図り、鳥獣害防止対策を実施する。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 その他の活動

農地の耕作・管理 田3.6ha 周辺林地の下草刈り 水質の浄化（ ）
（約0.2ha、年2回） （河川に木炭を入れて浄化）

個別対応 木炭約800kg
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路1.5km、年2回 景観作物作付け
清掃、草刈り （あじさい、カキツバタ 魚介類・昆虫類の保護
・道路1.6km、年2回草刈り の植栽） （ホタル群生地の保護)

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

鳥獣害防止対策（3.6ha）
（電気柵の保守点検）

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

当集落は、市の北部に位置し、標高２６０～３５０ｍの山間地で営農している。農

業はブロックローテーションにより水稲又は地力増進レンゲの作付けを行い、耕作放

棄地の発生を防止するとともに、将来にわたり持続的な農業生産活動の維持を通じて

地域ぐるみで取り組むこととした。

なお、高齢化が進み農地の維持管理が困難になることが予想される中、集落での話

し合いの場を増やし農作業の効率化に向けた取組みをしなければならない状況に対処

すべく、本事業の取組みにより農用地の荒廃を防ぎ集落の河川に木炭を入れて浄化を

図る等の活動を地域ぐるみで実施する。

用水路の整備 電気柵の設置

［平成21年度までの取組目標］

○周辺林地の下草刈り、用排水路の清掃、休耕地の保全管理を行う。

○鳥獣害防止対策（電気柵の保守点検 3.6ha）

○景観作物の植栽（あじさい100本/300ｍ、カキツバタ100株/50ｍ）

○魚介類・昆虫類の保護を通じて、ホタル群生地の確保（20年前の景観にもどす）

○河川・用排水路等に木炭約800kgを投じて水質浄化に努める。
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○既存組織の連携強化による農地保全

１．集落協定の概要

市町村･協定名 京都府京都市 中江
きょうとし なかえ

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
4.1ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 0％
33万円 共同取組活動 積立金（鳥獣被害防止柵設置費） 100％

（ ）100％
協定参加者 農業者 11人、非対象農家12人、農家組合、土地改良区2組織、農家ｸﾞﾙ-ﾌﾟ

２．集落マスタープランの概要

中江集落では、集落の農業活動の核となる中江農家組合の組織強化に努めながら共同

利用機械の利用率促進や老朽化した農道・水路の補修を位置付けている。

また、農地の持つ多面的機能を維持することを集落の共通認識とし、直接支払制度の

交付対象農地を持つ農家と非対象農家が合同で水路や道路の清掃を行う。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 アイガモ農法の実践 農業機械・作業の共同化
（田4.1ha） （田植機とコンバインの共同利

用による水稲基幹3作業の共
個別対応 個別対応 同化を1.5haから2.0haに拡

大）

水路・作業道の管理 共同取組活動

・水路 清掃 年1回
草刈り 年2回 認多面的機能の持続的発展に向

・道路 草刈り 年2回 けた非農家との連携
（非対象農家と合同で水路等の

共同取組活動 清掃活動を実施）

共同取組活動

鳥獣害防止対策
（鳥獣害防止対策の設置）

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

本集落は高齢化による担い手不足等により農地の維持管理を持続的に行うことが難し

い状況にある。このようななか直接支払制度を対象農地を持った農家だけの取組みにせ

ず、集落営農の核となる中江農家組合を中心とする取組みとした。

具体的には、農家組合と土地改良区や中江あいガモ農家（農家グループ）が有機的に

結びついた組織作りを目指している。

また直接支払制度の非対象農家も参加することにより、集落全体で農地を守っていく

ことで合意形成が図れた。そのため交付金の使用方法は，直接支払事業対象農地に限ら

ず集落全体の農地を守るため，鳥獣害防止柵の設置が計画されている。

特徴的な活動としては、中江あいガモ農家を中心にアイガモ農法に取り組んでおり、

18年度は集落全体で約380羽を放ち、約3 で実施した。直接支払制度対象農地では約ha
１ 実施しており、10月には収穫祭が開催され、アイガモ米の販売やアイガモレ－スha
が行われた。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

取組内容

・老朽化した水路の補修

・鳥獣害防止柵の設置

アイガモ農法の実践 非対象農家との連携

［平成21年度までの取組目標］

○ 田植機・トラクターの共同利用の面積を まで増やす （平成17年度実績： ）2.0ha 1.8ha。

○ 老朽化した用水路の補修を実施。

○ 防非対象農家と合同で水路等の清掃。
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＜その他取組に特徴のある事例＞

○景観作物の作付けで都市住民との交流を図る

１．集落協定の概要

市町村･協定名 岡山県備前市 北 尾
びぜんし き た お

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
11ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 46％
204万円 共同取組活動 農道水路管理費 11％

54％ 農機具取得費 30％（ ）
景観保全費 9％
鳥獣駆除費 3％
その他 1％

協定参加者 農業者29人、非農業者3人

２．集落マスタープランの概要

将来像としては、高齢者の担い手と兼業の若手との組合せで集落営農を継続する。

営農集団に属していない人、後継者のいない人等が離農した場合も、集落内の主業農

家が農地を集積する。

５年間の目標としては、①農機具は共同で保持し、オペレーターによる営農を継続す

る。②水路、農道等は適宜草刈等を行い整備し、集落内非農家の方にも出役応援をお願

いする。③鳥獣害対策として防護柵を設置する。④転作、休耕田等へは景観作物（花菖

蒲等）を作付け、都市住民との交流を図る。

○毎年のスケジュール

１年目：農用地保全マップの作成、水路・農道等の管理、農用地の保全・管理。

２～５年目： 共通】水路・農道等の管理（２年目以降非農家３人が参加 、農用地【 ）

の保全・管理、防護柵の設置 【２年目】景観作物（花菖蒲）の苗作り 【３年目】。 。

道路・水路法面等の点検整備 【４年目】景観作物の植付け管理 【５年目】大型機。 。

械の修理又は買替え。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田11ha） 周辺林地の下草刈り 随時 機械農作業の共同化（ ）
（ （ ）基幹的農作業を約7ha 63％

個別対応・委託 個別対応 実施)

共同取組活動
水路・作業道の管理 景観作物の作付け
・水路年1回清掃、草刈 （景観作物として花菖蒲を

。 （ ）・農道年2回草刈 約0.03ha作付けた ） 非農家との連携 非農家３名
・水路・作業道の補修

共同取組活動 共同取組活動 農道法面約300ｍ
水路法面約80ｍ

・景観作物の作付け
農地法面の定期的な点検
（随時） 共同取組活動

鳥獣害防止対策
共同取組活動 鳥獣防護柵の設置約150ｍ

共同取組活動



他-32

３．取組の経緯及び内容

高齢化等による後継者不足により農地の管理が困難になりつつある中、本制度の実施

を契機に、地域や集落営農を活性化しようと営農集団が中心となって集落に呼びかけた

結果、集落内の非農家も参加し、12年度より協定活動に取り組んでいる。

今回の取組より、集落内の休耕田に景観作物を作付けて都市住民との交流を図るため

に、花菖蒲の苗作りをはじめとした作業を集落全体で取り組んでおり、今後は景観形成

作物の作付面積の拡張へつなげていく。

景観形成取組により、今まで以上に話し合うことが多くなり、協調性などが増してき

。た。また、花菖蒲園が集落を華やかにし、通行人が足を止めていくようになった

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・農道法面等簡易補修 約300ｍ

・水路法面等簡易補修 約 80ｍ

・鳥獣害防護策の設置 約150ｍ

【休耕田活用による花菖蒲園】 【農道法面の草刈作業】

［平成21年度までの取組目標］
○ 農地法面、水路、農道等の補修・改良
（農道法面等簡易補修約300ｍ、水路法面等簡易補修約80ｍ）

○ 鳥獣害防止対策（防護柵の設置約150ｍ）
○ 機械・農作業の共同化（当初約7ha、協定農用地面積の約63%、目標は現状以上）
○ 多面的機能の持続的発揮に向けた非農家との連携
（協定参加者32人（農業者29人、非農家３人 、目標は農業者総数の10%以上の非農家の参加））
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＜その他 取組に特徴のある事例＞

○女性や高齢者も主役！！みんなで取り組む集落協定

１．集落協定の概要

市町村・協定名 山口県阿武郡阿武町 福田中
あぶぐんあぶちょう ふくだなか

協 定 面 積 田(100.0%) 畑 草 地 採草放牧地

75.5ha 水稲､大豆､野菜 ― ― ―

交 付 金 額 個人配分 15％

792万円 共同取組活動 農業生産活動等 60％

85％ 多面的機能増進活動等 20％

その他の活動 5％

協 定 参 加 者 農業者 102人 特定農業法人 2 非農家 － 人

２．集落マスタープランの概要
① 集落の将来像

前対策期間中に設立した農事組合法人を中心に、農地の集積を進めながら経営の
安定化を図るため、もち米やミネラル米など売れる米づくりへの取り組みを進めると
ともに大豆の面積を拡大する。

、 、また 女性や高齢者の積極的な参画を求め女性が活躍できる場を提供し野菜の栽培
加工技術を後継者に伝授し、加工・販売施設を拠点に地区内他集落と連携しながら都
市との交流に力を入れていく。

② ５年間の目標
ア、法人への集積を８０％以上にする。また、売れる米づくりへの挑戦としてミネラ

ル米の栽培に取り組む。
イ、地場農産物の加工・販売施設を整備し、定期的な加工・販売を実施する。

【活 動 内 容】
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作･管理(田75.5ha) 景観作物の作付け 地場農産物の加工・販売

（加工・販売施設周辺 ・施設整備（加工所１棟、

特定農業法人、個人 の花壇整備） 販売所１棟）

共同取組活動 共同取組活動
水路・農道の管理
・水路（草刈、溝さらえ

を集落毎に実施） 周辺林地の下草刈等 担い手への農地集積
・農道（法面の草刈を集 （年３回） ・利用権設定（10％以上）

落毎に実施）
共同取組活動 特定農業法人

共同取組活動

鳥獣害防止対策 加工・販売施設を拠点とした都市との交流
電気牧柵の設置（1000m） 農産物、加工品の定期販売（土、日 、 の開催） イベント

共同取組活動 共同取組活動（女性、高齢者）
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３．取組の経緯及び内容
当協定は、前対策で５集落からなる大協定を立ち上げ、大豆及びレンゲの団地化を実

施し大豆においては管理機・コンバインを共同購入。機械の共同利用と共同作業等を実
施する中で集落営農の組織化への関心が高まり、中山間の役員が中心となって検討を重
ねた結果、平成１５年１０月に農事組合法人「福の里」を設立した。
新対策では、この法人が中心となって前対策で実施した諸活動を継続実施するととも

に、農地の集積を進めながらミネラル米の栽培、大豆の作付面積の拡大に取り組むなど
経営の安定化を図る。
また、女性や高齢者の積極的な活動への参画を求め、特に高齢者の経験を活かし野菜

の加工技術を伝授してもらい加工品の開発を行い、地場農産物の加工・販売を行うため
の拠点として平成１８年１１月に加工・販売施設を整備した。この施設では、法人女性
部が中心となり餅の加工・販売を開始している。
今後は、法人の経営安定はもちろん、加工・販売施設の経営安定を図るため、女性や

高齢者に積極的に関わってもらい加工・販売を定期的に開催できるようにするとともに
地区内他集落とも連携し、農産物・加工品を消費者に安定供給し、定期的なイベント開
催など都市との交流をすすめることとしている。

○農用地保全マップ 【保全マップの解説】

鳥獣害防止柵の設置範囲
（既設分と新規分を色分けし、どこを補修
し、どこを新設するのかをわかりやすく
する工夫をしている ）。

管理水路と関連するため池を図示
（協定関係者の協同の意識を醸成）

（左図は、保全マップの一部を抜粋）

交付金を活用した農産物加工・ 協定参加者による餅加工の様子
販売施設全景

【平成21年度までの取組目標】

○ 法人への農地の集積を推進（利用権80％以上）

○ 地場農産物の加工・販売施設の経営安定及び同地区内他集落との連携による都市との交流の推進
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○地域で取組むホタルの里づくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 愛媛県北宇和郡松野町 目黒
きたうわぐんまつのちょう めぐろ

協 定 面 積 田（96.6％） 畑（3.4％） 草地 採草放牧地
48.2ha 水稲・野菜等 果樹 - -

交 付 金 額 個人配分 50％
986万円 共同取組活動 役員報酬 3％

50％ 共同作業 45％（ ）
多目的機能の増進活動 2％

協定参加者 農業者 86人、

２．集落マスタープランの概要

（１）集落における将来像

当集落の基幹産業は、農林業であることは昔から変わっていない。農業者の高齢

化により後継者問題は深刻であるが、恵まれた自然環境や地域性を生かして隣近所

が助け合いながら優良農地を守っていく。

（２）５年間の活動目標

・地元小学校との連携で、ホタルを守り育てる

・助け合い農業の検討実施

・特産品の研究開発

・農作業の共同化及び担い手への作業委託

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 周辺林地の下草刈り 機械農作業の共同化
(田46.6hr・畑1.6hr) （約0.5ha、年1回） （基幹作業の共同利用を50a

実施、目標5.8ha)
個別対応

個別対応
共同取組活動

水路・作業道の管理等
・水路清掃草刈 年2回 景観作物作付（ｺｽﾓｽ）
・道路草刈 年2回 ホタル育成の環境整備 担い手への農作業の委託
・鳥獣害防止柵の点検管理 （集落の認定農業者に収穫作業

を1ha委託。目標6.8ha）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
（年２回及び随時） 地元小学校・ほたる会

による地域連携
共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

当地域は、６つの集落からなっておりその集落を中心とした農業が昔から行われてき

た。

特に、平成１２年度から取組まれた同制度により効率的な農地や付帯施設の維持管理

や有害鳥獣の被害拡大防止のための電柵設置等が行われ、集落の農地の維持管理に一定

の成果をあげてきた。

しかしながら高齢化、担い手不足の解消はできず将来に不安が残っている。

そのよう中で、目黒の自然環境等を再確認し、お互いが助けって集落を維持していこ

うという気運が高まった。

特に数年前から取組まれている「ほたる会」では、同制度の支援も受けながら、町公

民館分館、地元小学校と連携し大学生との交流までに発展し、また休耕田利用によるコ

スモス栽培など、今後の目黒の活性化に期待が高まっている。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

・各集落を基本に水路、農道の維持管

理を行う。

・集落全体で農地の管理

ｺﾝｻｰﾄ

風景

ほたる会が都市との交流に発展 ほたる幼虫放流

［平成21年度までの取組目標］

○ 地元小学校との連携で、ホタルを守り育てる

○ 助け合い農業の検討実施

○ 特産品の研究開発

○ 集落での農作業共同化（当初50a目標5.8ha）

○ 担い手への農作業の委託（当初1ha、目標6.8ha）

○ 多面的機能の持続的発展に向けた非農家との連携（花いっぱい運動や川掃除）
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＜その他、取り組みに特徴のある事例＞

○住民組織によるふるさとづくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 高知県四万十市 東 富 山
し ま ん と し ひがしとみやま

協 定 面 積 田（76.7％） 畑（23.3％） 草地 採草放牧地
67.1ha 水稲 ユズ・ギンナン

交 付 金 額 個人配分 0.0％
1,253万円 共同取組活動 東富山ふるさとを守る会運営費 50.0％

100.0％ 各地区運営費 50.0％（ ）
％

協定参加者 農業者 112人、 生産組織 2、 非農家 22人

２．集落マスタープランの概要

当地域においても、少子高齢化の波が押し寄せてきており、地域住民の平均年齢

は年々高くなっている。現状のままであれば、 ～ 年後には、全ての面で縮小・10 15
衰退していき、地域運営に困難が生じてくると考えられた。

そこで、平成 年に設立された「東富山ふるさとを守る会」が中心となり、地域17
の担い手が整備された農用 地において効率的な農業を行える環境整備を目指す。

５年間の目標は、小規模基盤整備が必要な個所を明記した農用地保全マップの作

成を行う。それを基に水路・農道等の簡易補修を実施し、非農家と連携した維持管

理を実施する。

また、機械の共同利用を行うことにより高齢化に対応した農作業の仕組み作りを

進めるとともに、鳥獣被害による耕作放棄地化を防ぐために鳥獣被害対策も実施す

る。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田67.1ha 周辺林地の下草刈り 農業用機械の共同利用（ ）
（約1.7ha、年1回） 防除機の共同利用を9.9ha実施

個別対応 中、今後も継続していく)
個別対応

共同取組活動
水路・農道等の管理
水路 年1回 水路清掃

年1回 草刈り 市街地住民との交流
農道 年1回 簡易補修 三ツ又ぎんなん祭り（200人）

年1回 草刈り 片魚ふるさとまつり（200人）

共同取組活動
共同取組活動

集落外との連携
○学校給食の食材供給について、東富山安全食材部会が中心となり、集落外の農家等
とも連携して取り組んでいる。また、東富山交流促進部会が中心となり、農業体験
等の受け入れを行い、都市部住民との交流を図っている。
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３．取組の経緯及び内容

、 、 、東富山地区では 平成13年度に集落再生パイロット事業を導入し 高齢化の進む中で

地区の連携性を高める仕組みを築き、子供たちも夢の持てる地域にしたいというビジョ

ンを作成した。そのことがきっかけとなり、平成15年度に４集落の協定統合を図り、こ

れまで多く存在した未協定農用地の大半を協定農用地とし地域全体で農地の保全管理等

に努めるようにした。

また、平成16年度には、生涯安心して暮らせる地域づくりを目指して、集落協定に参

加をしている全世帯を含めた『東富山ふるさとを守る会』を発足させ、農業、福祉、商

業面で様々な取り組みを行っている。

この他には 『三ツ又ぎんなんまつり』や『片魚ふるさとまつり』への関わりを向上、

させている。それぞれの祭りにおいて、地域独自の催しや農産物・加工品の販売が行わ

れており、市街地住民との交流が深められている。そのことにより、東富山地域住民同

士、そして市街地住民とのつながりを再認識する場となっている。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

実施項目：用水路整備及び農道等整

備

達成目標：各整備予定個所の適正な

実施

三ツ又ぎんなんまつりでの農産物販売風景 片魚ふるさとまつりの光景

［平成21年度までの取組目標］

○ 農業用機械の共同利用（目標6.7ha（協定農用地面積の10％ ））

○ 非農家と連携した地域活動（目標14人（協定参加農家数の10％ ））
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○イノシシ・シカよけに防護柵設置

１．集落協定の概要

市町村･協定名 大分県中津市山国町宇曽 市 平
なかつやましやまくにまちうそ いちびら

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
12.1ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 47.6％
254万円 共同取組活動 鳥獣害防止対策及び水路農道等維持管理費 42.7％

（52.4％） 農用地の維持・管理活動に対する経費 4.0％
各担当者の活動に対する経費 4.1％
事務費 1.6％

協定参加者 農業者 22人、

２．集落マスタープランの概要

梨栽培農家を中心とした都市住民との交流会、飼料用イネの導入や集落内の認定農業

者に農作業の委託等、積極的に取り組む。

また、集落協定の５年間を利用し、イノシシ・シカよけの柵を設置し、将来にわたっ

て集落機能の維持と農用地を適正に保全していく。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理（田12.1ha） 梨農家を中心としながら 高付加価値型農業の実践
都市消費者との交流 （新規作物の導入として、飼料
（れんげの会 年２回） 用イネの導入 目標1ha）

個別対応
共同取組活動

共同取組活動
水路・作業道の管理
・水路 年2回 緑肥作物作付け

清掃、草刈り （緑肥作物としてれんげ 担い手への農作業の委託
・農道 年2回 草刈り を約12ha作付けた。） （集落の認定農業者に春の耕起

作業を委託。目標1.3ha）
共同取組活動 共同取組活動

共同取組活動

農地法面の定期的な点検
随時

共同取組活動
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３．取組の経緯及び内容

市平集落は、地域を代表する「良質米」の生産地であったため、いち早く基盤整備を

行う等、農業生産活動の盛んなところでもある。

しかしながら、少子・高齢化がさらに進行する中、本集落においても担い手不足が深

刻となり、耕地利用率も徐々に減少傾向をたどっていった。

このため、前期対策では、農道舗装と担い手育成のための各種研修をおこなってきた。

新対策では、梨栽培農家を中心とした都市住民との交流を開催すること、新規作物とし

て飼料用イネの導入や集落内の認定農業者に対し農作業の委託を積極的に進めることと

している。

また、鳥獣害防止対策として協定参加者全員により、５年間で集落全体を取り囲む防

護柵の設置を進めることとしている。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

農道路線図を基に作成し、イノシシ・シカよ

け防護柵の設置計画と農道の管理位置を明確化

。また、防護柵は、５ブロックに分けて集落全

体を囲む計画。

鳥獣害防止対策のため設置された金網

［平成21年度までの取組目標］

○ 高付加価値型農業の実践（新規作物（飼料用イネ）の導入）

（当初0ha目標0.7ha（協定農用地面積の5％））

○ 担い手への農作業の委託（当初０ha、目標1.3ha（協定農用地面積の10％））
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＜その他、取組に特徴のある事例＞

○環境保全型農業の推進

１．集落協定の概要

市町村・協定名 沖縄県島尻郡南 大 東 村 南 大 東
しまじりぐんみなみだいとうそん みなみだいとう

採草放牧地協 定 面 積 田 畑（99.4％） 草地（0.6％）
1,773ha さとうきび ネピア
交 付 金 額 個人配分 50 ％

共同取組活動 農地管理及び道・水路管理費 13 ％
6,200万円 （ 50％ ） 共同利用機械購入費 2 ％

共同利用施設整備費等 13 ％
多面的機能増進、その他 22 ％

協定参加者 農業者 46人、農業生産法人3、非農業者30人

２.集落マスタープランの概要

本村は、さとうきびを基幹作目とした農業立村の島である。

未来ある農村集落を形成するため、農業生産法人、認定農業者等による農作業の受委託組

織等農業生産活動の体制整備を図るとともに、さとうきび栽培と野菜等の輪作体系の確立の

ため、かぼちゃ、バレイショ等の生産を奨励し、安心で活き活きとした美しい農業立村を目

指す。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 景観作物の作付け 農業用水汲み場施設の設置

（畑及び草地1,773ha） 保安林(テリハボク 400m)を サトウキビ点滴灌漑ホースの

植樹 購入

個別対応 水タンクの購入

共同取組活動

共同取組活動

農地パトロール

（畑及び草地1,773ha） 多面的活動で整備した緑景

観等との連携による自然観 共同防除

（ ）共同取組活動 察会の実施 フェロモンチューブの設置

（グリーン・ツーリズムの

推進 年4回） 共同取組活動

さとうきび増産等

啓発活動 共同取組活動

共同取組活動

集落外との連携

○住民総出での集落内清掃（年3回）
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３．取組の経緯及び内容

本村は、さとうきびを柱とした農業立村の島であり、厳しい条件の中、農業生産活動

を維持するため、集落全体で取り組む必要があることから協定を締結した。

さとうきびの重要害虫であるハリガネムシ(オキナワカンシャクシコメツキ)対策とし

て、従来農家が個別で農薬散布を行ってきたが、県農業試験場で開発された「交信かく

」（ 、 ） 、乱法 性フェロモンを利用し 雌を探す雄の行動をかく乱し交尾を妨げる防除法 は

環境負荷が少なく経済的にも低コストで済むことから本交付金を活用し、共同で取り組

んでいる。

干ばつ対策では、サトウキビの灌水方法としてスプリンクラー、畝間灌漑、点滴灌漑
うね ま

等の方法があるが、点滴灌漑は、作物の根群域に水を少量ずつ供給するため水量が少な

くて済み、かつ灌水効率も高く、普及・推進されているため、本交付金を活用し点滴チ

ューブ等を購入している。また、灌水設備のない地域については、池水のトラック運搬

方式により灌水作業を行っているため、灌水設備の整備及び水タンクの購入に本交付金

を活用している。

○農用地等保全マップ

【マップの解説】

島全体が協定農用地となっている。

航空写真に以下の位置を色付けしています。

農道の整備●

共同利用水汲み施設●

防風ネット●

防風林植樹●

＜ﾌｪﾛﾓﾝﾁｭｰﾌﾞの設置＞ ＜さとうきびの点滴灌漑＞ ＜トラック運搬用水タンク＞

［平成21年度までの取組目標］

○集落全体での生産体系の整備による営農の効率化

・共同防除による農薬購入コストの低減化（年間約６千５百万円が１千６百万円へと75%低減化）

・大型機械の共同購入・利用による低コスト化

・点滴かんがいによる島内さとうきび生産量の増加（平成21年度６万３千トンの目標設定）


